











































　松山窯は昭和 54（1979）年、昭和 55 年に当時の金
沢大学文学部考古学研究室によって 2 度の発掘調査が
行われている（佐々木 1980、1981）。
　昭和 54 年に行われた第 1 次調査では、5 室からな
る連房式登窯跡や工房跡、上絵窯跡、物原（第 2 物原）
などが検出され、また翌年に行われた第 2 次調査では、











































































































で 10.8cm、最大のもので 16.6cm である。口径で見た
場合、10cm 以上 13cm 前後のグループと 15cm 以上の










3　シノ（第 6図 1、写真 11）











4　輪トチ（第 6図 6-9、写真 12）



















1.0cm、約 1.3cm、約 2.0cm である。うち 1 点には「松
山」と刻まれてあり、調査が行われた窯跡が松山窯で
あることの根拠の 1 つとなっている。















第 2節　使用時期ごとの特徴（表 1・表 2）







調べたところ、ハマ A 類ではおおよそ直径が 3cm 半
ばから 5cm 半ばに分布している。陶磁器の器種では











　また、高台痕を調べると、ハマ A 類では直径 3cm
未満の小さなものが一定数を占めるようになる。これ
らは茶飲み茶碗や坏のものと考えられる。ハマ B 類




















第 3節　第 1期について（表 3）
　第1期は第1物原から出土したと考えられる資料で、
資料数は磁器 1 点、陶器 4 点、窯道具 10 点の計 15 点


















皿では見込に 11 か所も目跡が残っている（写真 17）。
また、明瞭な高台を持たないものでは、写真のように
ハリ痕が確認できた（写真 18）。
第 4節　第 3期について（表 4）


























第 3 期においては特徴的な技法が 2 点確認できた。
　まず第 1 点は陶器におけるサヤ積みの確認である















いしは 5 か所確認できるものが 5 点確認できた（第 4























　また、窯道具についてであるが、第 3 期では第 1 期
より器種・型式が増加している。発掘調査の報告によ








































図 番号 器種・型式 口径（cm） 底径（cm） 器高（cm） 遺物番号 出土位置 備考
㻝 㻡㻚㻝 㻜㻚㻣 㻾㻡㻡㻣 㻤㻜㻹㻞㻲 高台痕あり
㻞 㻡㻚㻡 㻜㻚㻢 㻾㻡㻡㻢 㻤㻜㻹㻞㻲
㻟 㻢㻚㻟 㻜㻚㻡 㻾㻡㻠㻜 㻤㻜㻹㻞㻲
㻠 㻢㻚㻢 㻜㻚㻡 㻾㻡㻟㻢 80M3E 6層 糸切痕（無回転）あり
㻡 㻢㻚㻢 㻜㻚㻢 㻾㻡㻡㻟 㻤㻜㻹㻞㻲
㻢 㻢㻚㻢 㻜㻚㻥 㻾㻡㻡㻝 㻤㻜㻹㻞㻲 高台痕あり
㻣 㻢㻚㻣 㻜㻚㻥 㻾㻡㻡㻞 㻤㻜㻹㻞㻲 高台痕あり
㻤 㻢㻚㻤 㻜㻚㻤 㻾㻡㻟㻥 㻤㻜㻹㻞㻲
㻥 㻢㻚㻥 㻜㻚㻤 㻾㻡㻟㻤 㻤㻜㻹㻞㻲 高台痕あり
㻝㻜 㻣㻚㻝 㻝㻚㻜 㻾㻡㻟㻣 㻤㻜㻹㻞㻲
㻝㻝 㻣㻚㻞 㻜㻚㻣 㻾㻡㻡㻡 㻤㻜㻹㻞㻲 高台痕あり
㻝㻞 㻣㻚㻣 㻜㻚㻡 㻾㻡㻟㻡 㻤㻜㻹㻞㻲 高台痕あり
㻝㻟 㻤㻚㻢 㻝㻚㻜 㻾㻝㻣㻝 80M3E 6層 高台痕あり
㻝㻠 㻤㻚㻤 㻜㻚㻤 㻾㻡㻡㻤 㻤㻜㻹㻞㻲 高台痕あり
㻝㻡 㻢㻚㻡 㻟㻚㻟 㻝㻚㻝 㻾㻡㻠㻝 㻤㻜㻹㻞㻲
㻝㻢 㻣㻚㻤 㻠㻚㻡 㻝㻚㻢 㻾㻝㻣㻜 80M3E 6層 ハリ痕多数、複数回使用か。
㻝㻣 㻤㻚㻜 㻠㻚㻡 㻝㻚㻡 㻾㻡㻠㻢 80M3E 6層 ハリ1熔着、ハリ痕多数、複数回使用か。
㻝㻤 㻝㻞㻚㻠 㻠㻚㻠 㻞㻚㻞 㻾㻠㻣㻡 80M3F 表土 高台痕あり、ハリ2熔着。
㻝㻥 㻝㻡㻚㻜 㻢㻚㻤 㻞㻚㻟 㻾㻡㻠㻡 㻤㻜㻹㻞㻲






図 番号 器種・型式 口径（cm） 底径（cm） 器高（cm） 遺物番号 出土位置 備考
㻝 㻤㻚㻡 㻤㻚㻤 㻢㻚㻜 㻾㻟㻟㻟 㻣㻥㻹㻢㻳 底部に回転糸切痕、口縁跡。
㻞 㻥㻚㻢 㻥㻚㻞 㻢㻚㻥 㻾㻟㻞㻠 㻣㻥㻹㻢㻳 底部に回転糸切痕、熔着跡。
㻟 㻝㻢㻚㻝 㻝㻢㻚㻞 㻝㻜㻚㻣 㻣㻥㻹㻣㻳
㻝 㻝㻥㻚㻝 㻝㻤㻚㻡 㻝㻡㻚㻜 㻣㻥㻹㻢㻳 口縁部抉り。
㻞 㻞㻝㻚㻤 㻞㻟㻚㻟 㻝㻡㻚㻢 㻣㻥㻹㻢㻳 口縁部抉り。
㻟 㻞㻞㻚㻢 㻞㻞㻚㻤 㻝㻢㻚㻡 㻣㻥㻹㻢㻳
㻠 サヤB類 㻞㻥㻚㻜 㻞㻥㻚㻜 㻝㻠㻚㻜 㻾㻝㻡㻡 79M物原 口縁部抉り。急須片2熔着。
㻝 㻠㻚㻢 㻜㻚㻡 㻾㻞㻠㻣 79M7G 3層 高台痕あり
㻞 㻠㻚㻤 㻜㻚㻟 㻾㻞㻠㻢 79M7G 3層
㻟 㻠㻚㻤 㻜㻚㻤 㻾㻞㻠㻡 79M7G 3層 高台痕あり
㻠 㻡㻚㻠 㻜㻚㻡 㻾㻞㻠㻠 79M7G 3層 高台痕あり
㻡 㻡㻚㻢 㻜㻚㻠 㻾㻞㻠㻞 79M7G 3層 高台痕あり
㻢 㻢㻚㻟 㻜㻚㻣 㻾㻞㻠㻟 79M7G 3層 高台痕あり
㻣 㻢㻚㻡 㻜㻚㻥 㻾㻞㻠㻥 79M7G 3層 高台痕あり
㻤 㻢㻚㻢 㻜㻚㻢 㻾㻞㻡㻜 79M7G 3層 高台熔着
㻥 㻣㻚㻝 㻜㻚㻡 㻾㻞㻠㻝 79M7G 3層 高台痕あり
㻝㻜 㻣㻚㻤 㻜㻚㻠 㻾㻞㻟㻠 79M7G 3層 高台痕あり
㻝㻝 㻤㻚㻠 㻜㻚㻥 㻾㻞㻟㻟 79M7G 3層
㻝㻞 㻤㻚㻣 㻝㻚㻞 㻾㻠㻡㻟 㻣㻥㻹㻢㻳 高台熔着
㻝㻟 㻥㻚㻜 㻜㻚㻤 㻾㻞㻟㻞 79M7G 3層 高台痕あり
㻝㻠 㻥㻚㻤 㻝㻚㻞 㻾㻞㻟㻝 79M7G 3層 高台痕あり
㻝㻡 㻡㻚㻢 㻟㻚㻠 㻝㻚㻟 㻾㻞㻡㻤 79M7G 3層 高台痕あり
㻝㻢 㻢㻚㻜 㻟㻚㻣 㻝㻚㻥 㻾㻟㻞㻣 㻣㻥㻹㻢㻳 高台痕あり
㻝㻣 㻤㻚㻜 㻠㻚㻞 㻝㻚㻞 㻾㻞㻡㻞 79M7G 3層
㻝㻤 㻝㻜㻚㻣 㻠㻚㻢 㻞㻚㻟 㻾㻡㻠㻟 79M7G 2-3中間層
㻝㻥 㻝㻜㻚㻤 㻤㻚㻜 㻞㻚㻢 㻾㻞㻡㻝 79M7G 3層 高台痕あり
㻞㻜 㻝㻞㻚㻞 㻤㻚㻡 㻞㻚㻡 㻾㻡㻠㻞 79M7G 2-3中間層 高台痕あり
㻞㻝 㻝㻢㻚㻢 㻝㻜㻚㻜 㻟㻚㻝 㻾㻞㻠㻤 㻣㻥㻹㻣㻳
㻞㻞 ハマD類 㻣㻚㻜 㻡㻚㻜 㻝㻚㻠 㻾㻡㻝㻡 㻣㻥㻹㻣㻳 磁器質。
㻝 シノ 㻣㻚㻝 㻠㻚㻡 㻠㻚㻥 㻾㻡㻟㻠 㻣㻥㻹㻡㻳
㻞 㻝㻞㻚㻞 㻝㻟㻚㻜 㻾㻡㻝㻜 㻣㻥㻹㻡㻳
㻟 㻔㻣㻚㻡㻕 㻾㻠㻢㻣 㻣㻥㻹㻡㻳
㻠 㻝㻜㻚㻥 㻝㻝㻚㻝 㻝㻞㻚㻠 㻾㻤㻢 㻣㻥㻹㻣㻳
㻡 㻝㻢㻚㻞 㻝㻣㻚㻜 㻝㻠㻚㻝 㻾㻟㻝㻥 79M物原 回転糸切痕あり
㻢 㻟㻚㻡 㻜㻚㻠 㻾㻞㻢㻞 79M7G 3層 回転糸切痕あり
㻣 㻟㻚㻢 㻜㻚㻢 㻾㻟㻝㻢 㻣㻥㻹㻢㻳 高台痕あり
㻤 㻠㻚㻜 㻜㻚㻠 㻾㻞㻢㻝 79M7G 3層 回転糸切痕あり
㻥 㻠㻚㻢 㻜㻚㻡 㻾㻞㻢㻟 79M7G 3層 回転糸切痕あり
㻝㻜 㻝㻚㻡 㻝㻚㻝 㻾㻞㻣㻟 79M7G 3層
㻝㻝 㻝㻚㻢 㻝㻚㻟 㻾㻞㻣㻝 79M7G 3層















✀㢮 㔙 ჾ✀ ᙧ≧ ཱྀᚄ ᗏᚄ ჾ㧗 㑇≀␒ྕ ฟᅵᆅⅬ ↝ᡂ᫬䛾⑞㊧ ഛ⪃
☢ჾ ᰁ௜ ─ 㻣㻚㻠 㻟㻚㻣 㻾㻟㻢㻜 㻤㻜㻹㻟㻱㻌≀ཎ 䝝䝬㻮㢮⇇╔
⅊㔙 㻝㻝㻚㻡 㻡㻚㻣 㻟㻚㻜 㻾㻞㻜㻤 㻤㻜㻹㻲㼀㻌㻟ᒙ ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙 㻝㻞㻚㻝 㻢㻚㻝 㻝㻚㻥 㻾㻞㻠㻜 㻤㻜㻹㻟㻲 ぢ㎸䛻┠㊧㻞䠄㻟䠅䚸እ㠃䛻䝝䝸⑞㻝
⅊㔙 㻝㻡㻚㻤 㻤㻚㻢 㻟㻚㻡 㻾㻠㻜㻥 㻤㻜㻹㻠㻱 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙 ኱─ 㻟㻡㻚㻥 㻝㻣㻚㻞 㻣㻚㻠 㻾㻠㻢 㻤㻜㻹㻟㻱㻌䝖䝺䞁䝏ぢ㎸䛻┠㊧㻝㻝
䝃䝲 㻝㻞㻚㻝 㻾㻠㻠㻤 㻤㻜㻹㻟㻱㻌㻢ᒙ ෆᗏ䛻ᅵ⎼⇇╔䚸㧗ྎ⑞㻝 㧗ྎ⑞䛿ᚄ㻞㻚㻡㼏㼙
㻡㻚㻝 㻜㻚㻣 㻾㻡㻡㻣 㻤㻜㻹㻞㻲 㧗ྎ⑞䛒䜚 㧗ྎ⑞䛿ᚄ㻟㻚㻠㼏㼙
㻢㻚㻣 㻜㻚㻥 㻾㻡㻡㻞 㻤㻜㻹㻞㻲 㧗ྎ⑞䛒䜚 㧗ྎ⑞䛿ᚄ㻠㻚㻥㼏㼙
㻢㻚㻥 㻜㻚㻤 㻾㻡㻟㻤 㻤㻜㻹㻞㻲 㧗ྎ⑞䛒䜚 㧗ྎ⑞䛿ᚄ㻟㻚㻡㼏㼙
㻣㻚㻞 㻜㻚㻣 㻾㻡㻡㻡 㻤㻜㻹㻞㻲 㧗ྎ⑞䛒䜚 㧗ྎ⑞䛿ᚄ㻠㻚㻢㼏㼙
㻣㻚㻣 㻜㻚㻡 㻾㻡㻟㻡 㻤㻜㻹㻞㻲 㧗ྎ⑞䛒䜚 㧗ྎ⑞䛿ᚄ㻠㻚㻠㼏㼙
㻤㻚㻢 㻜㻚㻥㻡 㻾㻝㻣㻝 㻤㻜㻹㻟㻱㻌㻢ᒙ 㧗ྎ⑞䛒䜚 㧗ྎ⑞䛿ᚄ㻟㻚㻡㼏㼙
㻣㻚㻤 㻠㻚㻡 㻝㻚㻢 㻾㻝㻣㻜 㻤㻜㻹㻟㻱㻌㻢ᒙ 䝝䝸⑞ከᩘ䚸」ᩘᅇ౑⏝䛛䚹
㻤 㻠㻚㻡 㻝㻚㻡 㻾㻡㻠㻢 㻤㻜㻹㻟㻱㻌㻢ᒙ 䝝䝸㻝⇇╔䚹䝝䝸⑞」ᩘ䚸」ᩘᅇ౑⏝䛛䚹







✀㢮 㔙 ჾ✀ ᙧ≧➼ ཱྀᚄ䠄㼏㼙䠅 ᗏᚄ䠄㼏㼙䠅 ჾ㧗䠄㼏㼙䠅 㑇≀␒ྕ ฟᅵᆅⅬ ↝ᡂ᫬䛾⑞㊧ ഛ⪃
ⓑ☢ Ⲕ㣧䜏Ⲕ☇ 㻟㻚㻜 㻾㻞㻞㻥 㻣㻥㻹㻣㻳 䝝䝬㻭㢮⇇╔ 䝝䝬ᚄ䛿㻠㻚㻝㼏㼙
ⓑ☢ ᛴ㡲 㻾㻠㻡㻝 㻣㻥㻹㻣㻳 䝃䝲ᗏ䚸䝝䝬㻭㢮⇇╔
〓㔙 㻤㻚㻜 㻟㻚㻤 㻢㻚㻜 㻾㻠㻜㻤 㻣㻥㻹㻢㻴 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
〓㔙 㻥㻚㻝 㻡㻚㻣 㻠㻚㻢 㻾㻝㻞 㻣㻥㻹㻡㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙 㻝㻜㻚㻜 㻠㻚㻝 㻡㻚㻟 㻾㻡㻞 㻣㻥㻹㻢㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
〓㔙 㻝㻜㻚㻤 㻡㻚㻠 㻣㻚㻢 㻾㻝㻡 㻣㻥㻹㻣㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻞䠄㻟䠅
⅊㔙 㻝㻝㻚㻟 㻠㻚㻥 㻢㻚㻠 㻾㻠㻟㻡 㻣㻥㻹㻣㻳 ぢ㎸䛻㊊௜䝝䝬㻮㢮⇇╔
〓㔙 㻝㻝㻚㻟 㻡㻚㻢 㻢㻚㻞 㻾㻝㻢 㻣㻥㻹㻢㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
㻝㻝㻚㻡 㻡㻚㻜 㻢㻚㻜 㻾㻝㻣 㻣㻥㻹㻡㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻞䠄㻟䠅
⅊㔙 㻝㻞㻚㻟 㻠㻚㻤 㻢㻚㻠 㻾㻞㻥㻝 㻣㻥㻹㻡㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻞䠄㻟䠅
⅊㔙 㻝㻞㻚㻢 㻠㻚㻢 㻣㻚㻟 㻾㻝㻝 㻣㻥㻹㻢㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙 㻠㻚㻢 㻾㻞㻤㻡 㻣㻥㻹㻢㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙 㻠㻚㻥 㻾㻞㻤㻢 㻣㻥㻹㻢㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙 㻡㻚㻜 㻾㻞㻤㻠 㻣㻥㻹㻣㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙 㻾㻝㻟㻟 㻣㻥㻹㻢㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙 㻾㻠㻝㻡 㻣㻥㻹㻣㻳㻌㻞㻙㻟୰㛫ᒙ ぢ㎸䛻㊊௜䝝䝬㻮㢮⇇╔䚸እ㠃䛻䛿䝃䝲ᗏ⇇╔
⅊㔙 㻝㻞㻚㻡 㻡㻚㻝 㻞㻚㻝 㻾㻝㻤㻤 㻣㻥㻹㻣㻳 እ㠃䛻䝝䝸⑞㻝
⅊㔙〓ᙬ 㻝㻠㻚㻠 㻣㻚㻠 㻟㻚㻠 㻾㻞㻤 㻣㻥㻹㻡㻳 ぢ㎸䛻┠㊧㻟䚸㧗ྎ䛻䝝䝸㻟
ⓑ໬⢝ᅵ䞉⅊㔙〓ᙬ 㻝㻥㻚㻜 㻤㻚㻢 㻠㻚㻣 㻾㻠㻜 㻣㻥㻹㻣㻳㻌㻟ᒙ ぢ㎸䛻┠㊧㻡
⅊㔙 㻞㻜㻚㻜 㻥㻚㻢 㻠㻚㻝 㻾㻠㻟㻥 㻣㻥㻹㻢㻳㻌㻟ᒙ ぢ㎸䛻┠㊧㻟
⅊㔙ᙬ 㻾㻠㻠㻠 㻣㻥㻹㻣㻳 ぢ㎸䛻⺬䛾┠㔙๝䛞
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写真 1　サヤ A類 写真 2　器壁の薄いサヤ A類
写真 3　サヤ B類（R155）







写真 8　ハリ熔着痕 写真 9　ハマ C類
前列が第 1期、後列が第 3期





（型の口径は左から約 1.0cm、約 1.3cm、約 2.0cm）
写真 14　円筒状窯道具
写真 15　急須底が熔着したサヤ 写真 16　染付皿が熔着したハマ B類




写真 19　急須が熔着したサヤ B類 写真 20　急須とハマ A類が熔着したサヤ底
写真 21　外底に急須蓋が熔着したサヤ底 写真 22　外底に口縁部が熔着したサヤ底
写真 23　灰釉碗におけるサヤ積み 写真 24　高台脇にハリ痕が残る片口鉢
